
2. 「感染者推計ツール」の改修 

2.1 背景 

下水サーベイランスによる新型コロナウイルス感染症の感染動向の把握を効果的に実施するために

は、下水から得られたデータ、および感染者数等疫学に関するデータを効率的に整理し、適切に可視化

することが重要である。本ツール「感染動向解析ツール」は、下水サーベイランスにより得られた下水

中の新型コロナウイルス濃度のデータを入力し、定点当たり報告数等の疫学データを入力することによ

り、こうしたデータ整理および加工を実施できるツールである。 
令和 5 年 5 月より、感染症法上 5 類に位置付けられ感染者数の把握方法が定点把握方式に変更され

た。この変更により、令和 4 年度に作成した「感染者数推計ツール」の疫学データの入力方法等を見直

す必要が生じたことから、今年度の業務としてツールの改修を実施した。ツールの改修にあたっては、

より簡便に、利用者が下水データを視覚化し、活用できることを目指した。 

2.2 ツール改修の実施内容 

2.2.1 ツールの構成の変化 

令和 4 年度に作成した「感染者数推計ツール」の構成（図 2-1）および本業務での改修後のツール（「感

染動向解析ツール」の構成（図 2-2）を下記のとおり示す。 
構成図において、青色の枠が入力データ、赤色の枠がアウトプットを示し、緑色の枠はツール内での

処理を表す。 
 

 
図 2-1 令和 4年度の「感染者数推計ツール」の構成 
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図 2-2 本業務での改修後のツール（感染動向解析ツール）の構成 

 

2.2.2 ツールの主な改修点 

令和 4 年度に作成した「感染者数推計ツール」からの主な改修点を表 2-1 に示す。 
表 2-1 ツールの主な改修点と改修内容 

改修項目 
改修前 改修後 

感染者数推計ツール 
（令和 4 年度） 

感染動向解析ツール 
（令和 5 年度） 

(1) 感染者数推計機能 
入力データに基づく感染者数の

推計機能を実装 
（実装なし） 

(2) 入力データの補正機能 

流入下水量や水温、流下時間等を

入力することで、下水の希釈やウ

イルスの減衰を補正する機能を

実装 

（実装なし） 

(3) 疫学データ 
日次または週次（累積）の感染者

数を入力 
定点当たり報告数を入力 

(4) 
下水データと疫学デー

タのグラフ 
閲覧用グラフの描画機能を実装 

 閲覧用および編集用グラフ

の描画機能を実装 
 疫学データの実数軸と対数

軸の切り替えや、グラフの

画像ファイル出力などオプ

ション機能を拡充 
(5) 「DL ファイル」シート （実装なし） 新規実装 
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（1） 感染者数推計機能 

本業務で改修するツールにおける主たる目的として、下水データおよび疫学データのグラフ等による

効果的な可視化が挙げられる。ツールのユーザが、必ずしも公衆衛生学の専門的知識を必要とせずとも

これらのデータを可視化・整理できることを目的に、入力データの描画機能の改修に主眼を置き、令和

4 年度に実装した感染者数推計機能は廃止した。 

（2） 入力データの補正機能 

「感染者数推計ツール」では、流入下水量や水温、流下時間等を入力することにより、下水の希釈や

ウイルスの減衰効果を補正する機能を実装していた。今回の改修では（1）の感染者数推計機能同様、入

力データの描画機能に主眼を置いたため、当該補正機能は廃止した。 

（3） 疫学データ 

令和 4 年度の業務遂行時点では、新型コロナウイルス感染症の新規感染者数は「新型コロナウイルス

感染者等情報把握・管理支援システム(HER-SYS)」により日次で報告されており、「感染者数推計ツー

ル」も当該データの入力を想定して設計していた。令和 5 年 5 月より、感染症法上 5 類に位置付けられ

感染者数の把握方法が定点把握方式に変更となったことに伴い、定点当たり報告数とその報告週の入力

が可能な構成へ改修した。 

（4） 下水データと疫学データのグラフ 

「感染者数推計ツール」では入力された下水データおよび疫学データ（推計値含む）の描画機能を実

装していたが、閲覧用のグラフの位置付けであり、ユーザによる編集は想定していない設計であった。

本業務における改修では閲覧用のグラフに加えて編集用のグラフも出力することにより、ユーザにてグ

ラフのレイアウトを編集・調整できる設計とした。 
また、表 2-2 に示すとおりグラフの描画に係るオプションも拡充した。 

表 2-2 グラフ描画に係る追加実装オプション 
本業務の改修で実装した 
グラフの描画オプション 

オプションの説明 

グラフ複製機能 
任意のグラフを複製することができる。ユーザにて複数パ

ターンのグラフを作成する場合を想定して実装。 

実数軸と対数軸の切り替え 
グラフの疫学データの軸を、実数軸と対数軸に切り替えられ

る機能を実装。 

グラフの画像ファイル出力 
グラフを別途画像ファイルとして出力する機能を実装。ファ

イル形式は PNG および SVG に対応。 

特定の値の「×」マーカー表示 
不検出（N.D.）や検出下限値（LOD）未満の値がグラフ上で

わかるように、「×」マーカーで表示する機能を実装。 

（5） 「DL ファイル」シート 
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「下水中の新型コロナウイルス調査プロジェクト（NIJIs プロジェクト）」の Web ページ 1では、各

自治体の下水データおよび疫学データのグラフの閲覧、およびそのバックデータ（グラフ描画に用いて

いるデータ）のダウンロードが可能である。本業務における改修では、バックデータと同様のレイアウ

トのファイル（「DL ファイル」と呼称）を出力できる機能を実装した。 

2.3 ユーザへのツール説明会の実施 

本ツールの使用方法の説明会を実施した。実施スケジュール、主な実施事項は下記のとおりである。 
 

表 2-3 ツール説明会の実施内容 
説明会 実施日 主な実施事項 

第 1 回 2024 年 2 月 14 日 
 ツールのデモンストレーション 
 説明会参加者からの質疑応答 

第 2 回 2024 年 2 月 16 日 
 ツールのデモンストレーション 
 説明会参加者からの質疑応答 

第 3 回 2024 年 3 月 26 日 
 ツールのデモンストレーション 
 説明会参加者からの質疑応答 

2.4 感染動向解析ツールマニュアルの作成 

本業務で改修した感染動向解析ツールの操作方法について、別途マニュアルを作成した。ツールを使

用する際のデータの入力方法や操作方法の説明のほか、入力前のデータ加工方法等の注意点を記載した。 
作成したマニュアルは報告書別紙として取りまとめた。 

1 NIJIs 下水中の新型コロナウイルス調査プロジェクト 「NIJIs プロジェクトについて」（https://nijis.jp/） （2024 年 2 月

7 日閲覧） 
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クイックリファレンス（ツールの使用画面別の簡易マニュアル） 

【入力編】（「入力」シート） 
 
 
 
 
 

 
※詳細な操作方法は「3.2 感染動向解析ツールの操作手順」を参照すること。  

自治体（市区町村名、都道府県名等） A市 ア県A市

処理場 B処理場 B処理場

処理区人口（人） 10,000

処理区の行政区 A市, B町, C区

届け出先（保健所等） A保健所 下水処理場の処理区に該当する疫学情報

採水量（ml） 800

検査に用いた水量（ml） 200
処理場流域定点
当たり報告数

報告があった
定点総数

処理場流域定点
当たり報告数

報告があった
定点総数

A保健所への
届け出数

定点数
B保健所への

届け出数
定点数

C保健所への届
け出数

定点数
D保健所へ
の届け出数

定点数
E保健所への

届け出数
定点数

F保健所への
届け出数

定点数
PMMoV RNA量

[GC/L]
回収率試験*[％]
*VLP、φ6など

用いた検体の種類 粗遠心後の沈殿

用いたRNA精製キット 第14週 2023/4/3 2023/4/9 2 40 0.91 22 3.00 12 20 5 16 7 6 10 10 4 12 5 7 3 第14週 2023/4/3 14,300 2,000,000 20
メーカー名 第19週 2023/5/8 2023/5/14 3.10 10 2023/5/8 7,000

商品名 第20週 2023/5/15 2023/5/21 3.50 10 2023/5/10 4,500
品番 第21週 2023/5/22 2023/5/28 4.00 10 2023/5/12 60,000

検出下限値（LOD）* 100 第22週 2023/5/29 2023/6/4 5.70 10 2023/5/15 12,000
用いたSARS-CoV-2検出キット takara SARS-CoV-2 D    第23週 2023/6/5 2023/6/11 6.00 10 2023/5/17 7,000

プライマーの種類 CDC N1,N2プライマー 第24週 2023/6/12 2023/6/18 7.00 10 2023/5/19 12,500
定量PCRに用いたウェル数 2穴（検量線は3穴） 第25週 2023/6/19 2023/6/25 5.00 10 2023/5/22 3,000
*理論上の検出下限値を記載ください。 第26週 2023/6/26 2023/7/2 6.00 10 2023/5/24 13,000
*ツールの計算上必要な値のため、検出下限値は必ずご記載ください。 第27週 2023/7/3 2023/7/9 6.80 10 2023/5/26 10,000

第28週 2023/7/10 2023/7/16 8.10 10 2023/5/29 15,000
第29週 2023/7/17 2023/7/23 11.00 10 2023/5/31 8,000
第30週 2023/7/24 2023/7/30 10.50 10 2023/6/2 17,000
第31週 2023/7/31 2023/8/6 12.00 10 2023/6/5 15,000
第32週 2023/8/7 2023/8/13 11.50 10 2023/6/7 18,000
第33週 2023/8/14 2023/8/20 20.50 10 2023/6/9 15,000
第34週 2023/8/21 2023/8/27 19.00 10 2023/6/12 48,000
第35週 2023/8/28 2023/9/3 21.00 10 2023/6/14 22,330
第36週 2023/9/4 2023/9/10 19.50 10 2023/6/16 17,000
第37週 2023/9/11 2023/9/17 17.40 10 2023/6/19 15,000
第38週 2023/9/18 2023/9/24 11.30 10 2023/6/21 120,000
第39週 2023/9/25 2023/10/1 11.80 10 2023/6/23 150,000
第40週 2023/10/2 2023/10/8 10.00 10 2023/6/26 33,000
第41週 2023/10/9 2023/10/15 7.00 10 2023/6/28 70,000
第42週 2023/10/16 2023/10/22 7.20 10 2023/6/30 17,000
第43週 2023/10/23 2023/10/29 6.30 10 2023/7/3 16,000
第44週 2023/10/30 2023/11/5 6.70 10 2023/7/5 30,000
第45週 2023/11/6 2023/11/12 5.40 10 2023/7/7 21,000
第46週 2023/11/13 2023/11/19 4.00 10 2023/7/10 40,000
第47週 2023/11/20 2023/11/26 4.80 10 2023/7/12 50,000

備考

②疫学データ（処理場流域定点当たり報告数）

備考

記載例 記載例

③下水データ

患者届け出報告週
新型コロナウイルス
RNA量［GC/L］

測定結果（いずれか/いずれも記載）
定点当たり報

告数
報告があった定

点総数

①+➁（自動算出）計算済みの値 ① ➁ ③

①基本情報

都道府県単位の疫学情報

下水中のウイルス定量結果
内部精度管理試験の結果

（内部コントロールにはPMMoV,回収率試験にはVLP
など種類を明記）

報告週

各種設定 E保健所 F保健所
計算済みの処理場流域定点当たり報告数を入力する入力データの形式 →

D保健所A保健所

採水日
④ ⑤ ⑥

届け出先名（保健所等）（「都道府県単位」および「計算済みの値」の場合は入力不要） →

使用するものに○ → ○

B保健所

○

C保健所

　

【データの入力手順】
※薄い黄色でハイライトされた項目は入力必須です。

①「基本情報」の各項目にデータに関する情報を入
力してください。ツールの動作上、「検出下限値
（LOD）」は必ず入力してください。
②「疫学データ」の「各種設定」を設定してくださ
い。設定に応じてデータ入力欄がハイライトされる
ので、当該欄にデータを入力してください。
③「下水データ」の各項目にデータを入力してくだ
さい。なお、内部精度管理試験の結果の値はツール
の動作上は記入は任意です。

①基本情報の入力  ＞P11 参照 
「基本情報」の各項目にデータに関

する情報を入力。 

②疫学データの入力       ＞P13 参照 
「疫学データ」の「各種設定」を選択/入力。設定

に応じて入力欄が薄い黄色にハイライトされるの

で、当該欄にデータ（届け出報告週、定点当たり

報告数等）を入力（コピー&ペーストの場合は

「値貼り付け」とすること）。 

③下水データの入力  ＞P15 参照 
「下水データ」の各項目にデータ（採水日、ウイルス

R N A 量等）を入力（コピー&ペーストの場合は「値貼

り付け」とすること）。（PM M oV 等の内部精度管理試

験の結果は、ツールの動作上、入力は任意） 

Check! 
「疫学データ」の入力データの形式を「処

理区に該当する…」を選択した場合は、報

告数の届け出先の名称（保健所名等）を入

力し、グラフ描画等に使用したいデータに

◯をつける。 

Check! 
不検出（N ot D etected ; N .D .）の場合は、

「N .D .」と入力する。（半角ピリオドを使

用すること） 

Check! 
ツールの動作上、「検出下限値（LO D）」は必ず

入力する。 
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【出力編】（「グラフ」シート） 

 
 
  

日付 報告週 週開始日 週終了日 横軸 新型コロナウイルスRNA量
［Copies/L］

新型コロナウイルスRNA量
［Copies/L］

（常用対数表示用）

処理場流域定点当たり
報告数［人/週］

date week date date date GC/L log10_GC/L 人/週 LOD
（検出下限値） 開始日 終了日 期間

2023/5/8 第19週 2023/5/8 2023/5/14 第19週(5/8～5/14) 7,000 7,000 #N/A GC/L yyyy/mm/dd yyyy/mm/dd dd
2023/5/9 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 100 2023/5/8 2023/12/10 217
2023/5/10 #N/A #N/A #N/A 4,500 4,500 #N/A
2023/5/11 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/5/12 #N/A #N/A #N/A 60,000 60,000 #N/A LOD未満の値の表示方法 ×マーカー表示 自治体名 処理場名
2023/5/13 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A LODの半分の値で表示 LOD未満を×で表示 ○ ○
2023/5/14 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 3.1
2023/5/15 第20週 2023/5/15 2023/5/21 第20週(5/15～5/21) 12,000 12,000 #N/A ※入力データが更新されたら押下してください。
2023/5/16 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/5/17 #N/A #N/A #N/A 7,000 7,000 #N/A
2023/5/18 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/5/19 #N/A #N/A #N/A 12,500 12,500 #N/A ※適用したいグラフをクリックしてから押下してください。
2023/5/20 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A ※グラフを選択しない状態でボタンを押下すると、「閲覧用グラフ」に適用されます。
2023/5/21 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 3.5
2023/5/22 第21週 2023/5/22 2023/5/28 第21週(5/22～5/28) 3,000 3,000 #N/A
2023/5/23 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/5/24 #N/A #N/A #N/A 13,000 13,000 #N/A 【閲覧用グラフ】処理場流域定点当たり報告数と新型コロナウイルスRNA量
2023/5/25 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A A市B処理場
2023/5/26 #N/A #N/A #N/A 10,000 10,000 #N/A
2023/5/27 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/5/28 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 4
2023/5/29 第22週 2023/5/29 2023/6/4 第22週(5/29～6/4) 15,000 15,000 #N/A
2023/5/30 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/5/31 #N/A #N/A #N/A 8,000 8,000 #N/A
2023/6/1 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/2 #N/A #N/A #N/A 17,000 17,000 #N/A
2023/6/3 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/4 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 5.7
2023/6/5 第23週 2023/6/5 2023/6/11 第23週(6/5～6/11) 15,000 15,000 #N/A
2023/6/6 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/7 #N/A #N/A #N/A 18,000 18,000 #N/A
2023/6/8 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/9 #N/A #N/A #N/A 15,000 15,000 #N/A
2023/6/10 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/11 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 6
2023/6/12 第24週 2023/6/12 2023/6/18 第24週(6/12～6/18) 48,000 48,000 #N/A
2023/6/13 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/14 #N/A #N/A #N/A 22,330 22,330 #N/A
2023/6/15 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/16 #N/A #N/A #N/A 17,000 17,000 #N/A
2023/6/17 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/18 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 7
2023/6/19 第25週 2023/6/19 2023/6/25 第25週(6/19～6/25) 15,000 15,000 #N/A
2023/6/20 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/21 #N/A #N/A #N/A 120,000 120,000 #N/A
2023/6/22 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A
2023/6/23 #N/A #N/A #N/A 150,000 150,000 #N/A
2023/6/24 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

描画オプション

詳細設定
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新型コロナウイルスRNA量［Copies/L］ 処理場流域定点当たり報告数［人/週］

グラフ描画

PNG出力 SVG出力グラフをコピー 実数軸/対数軸切り替え

【グラフ描画手順】
※本シート左側の数表はグラフ描
す。
※薄い黄色でハイライトされた項

①「描画オプション」および「詳
ンを設定してください。
②オプション設定後、「グラフ描
③必要に応じて、オプションボタ
用対象のグラフを選択してから押

⑤グラフ出力      ＞P17 参照 
 グラフ描画 

 オプションの設定を変更した場合には押下。 
 P N G /S V G 出力 

 ツールの保存されているフォルダにグラフが出力。 

④グラフの描画オプションの設定      ＞P16 参照 
 開始日/終了日 

 グラフに表示する期間を設定。 
 LO D 未満の値の表示方法 

 LO D 未満の値について、そのままの値で表示するか、LO D の半分
の値に置換して表示するかを選択。 

 「グラフ」シートでは「そのままの値で表示」を推奨。 
 ×マーカー表示 

 LO D 未満の値または N .D .をグラフ上「×」で表示するかを選択。 
 自治体名/処理場名 

 グラフタイトルに自治体名および処理場名を表示するか選択。 

Check! 
出力される画像ファイルのサイ

ズは PC のディスプレイ設定に

依存するため、設定を確認して

おく。 
（詳細は「3.2 .3  グラフの描

画・出力」の補足を参照） 

Check! 
画面左側の数表はグラフ描画用の計算領域のため、

ユーザでの特段の操作は不要である。 
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（「変化率」シート） 

 

（「DL ファイル」シート） 

 
 

採水日 新型コロナウイルス
RNA量[GC/L]

検出濃度
（対数変換） 回帰直線の傾き 変化率

date GC/L LOG10 GC/L - % ■変化率（％）の色分けの凡例
2023/5/8 7,000 3.84509804 ～-10.0％
2023/5/10 4,500 3.653212514 -9.9％～0％
2023/5/12 60,000 4.77815125 0.233263303 71.1% 0.1％～9.9％
2023/5/15 12,000 4.079181246 0.060073977 14.8% 10.0％～
2023/5/17 7,000 3.84509804 -0.19027217 -35.5%
2023/5/19 12,500 4.096910013 0.004432192 1.0%
2023/5/22 3,000 3.477121255 -0.084095428 -17.6%
2023/5/24 13,000 4.113943352 -0.01317251 -3.0%
2023/5/26 10,000 4 0.130719686 35.1%
2023/5/29 15,000 4.176091259 0.016082279 3.8%
2023/5/31 8,000 3.903089987 -0.013217864 -3.0%
2023/6/2 17,000 4.230448921 0.013589416 3.2%
2023/6/5 15,000 4.176091259 0.048859243 11.9%
2023/6/7 18,000 4.255272505 0.003142301 0.7%

LOD未満の値の表示方法
値の設定

そのままの値で表示

Excel出力

自治体名： A市

処理場流域
定点当たり

報告数
採水日

新型コロナウイルスRNA量
［GC/L］

第19週 2023/5/8 2023/5/14 3.10 2023/5/8 7,000
第20週 2023/5/15 2023/5/21 3.50 2023/5/10 4,500
第21週 2023/5/22 2023/5/28 4.00 2023/5/12 60,000
第22週 2023/5/29 2023/6/4 5.70 2023/5/15 12,000
第23週 2023/6/5 2023/6/11 6.00 2023/5/17 7,000 ※入力データが更新されたら押下してください。
第24週 2023/6/12 2023/6/18 7.00 2023/5/19 12,500
第25週 2023/6/19 2023/6/25 5.00 2023/5/22 3,000
第26週 2023/6/26 2023/7/2 6.00 2023/5/24 13,000
第27週 2023/7/3 2023/7/9 6.80 2023/5/26 10,000
第28週 2023/7/10 2023/7/16 8.10 2023/5/29 15,000
第29週 2023/7/17 2023/7/23 11.00 2023/5/31 8,000
第30週 2023/7/24 2023/7/30 10.50 2023/6/2 17,000
第31週 2023/7/31 2023/8/6 12.00 2023/6/5 15,000
第32週 2023/8/7 2023/8/13 11.50 2023/6/7 18,000

報告週

値の設定
LOD未満の値の表示方法
そのままの値で表示

Excel出力

データ更新

⑥LOD 未満の値の表示方法の設定・Excel 出力  ＞P21 参照 

 LO D 未満の値の表示方法 
 LO D 未満の値について、そのままの値で表示する

か、LO D の半分の値に置換して表示するかを選択。 
 「変化率」シートでは「LO D の半分の値で表示」を

推奨。 

 E xcel 出力 
 シートを別途 E xce l ファイルとしてツールの保存さ

れているフォルダに出力。 
 変化率算出は米国 C D C の方法に準ずるが、本ツールは変

化率算出に用いるデータを 3 点で固定しているため、採

水頻度により変化率を算出するインターバルが変化する

点に注意が必要。（詳細は「3.2 .4  変化率の算出・出力」

の補足（P 18）を参照） 

⑦LOD 未満の値の表示方法の設定・Excel 出力   ＞P23 参照 

 LO D 未満の値の表示方法 
 LO D 未満の値について、そのままの値で表示する

か、LO D の半分の値に置換して表示するかを選択。 
 「D L ファイル」シートでは「そのままの値で表示」

を推奨。 

 E xcel 出力 
 シートを別途 E xce l ファイルとしてツールの保存され

ているフォルダに出力。 
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1.  はじめに 

下水サーベイランスによる新型コロナウイルス感染症の感染動向の把握を効果的に実施するた

めには、下水から得られたデータ、および感染者数等疫学に関するデータを効率的に整理し、適

切に可視化することが重要である。 
本ツール「感染動向解析ツール」は、下水サーベイランスにより得られた下水中の新型コロナ

ウイルス濃度のデータを入力し、定点当たり報告数等の疫学データを入力することにより、こう

したデータの整理および加工を効率的に実施できるツールである。 
本ツールは、地方公共団体の保健衛生部局の職員や下水道部局の職員、研究所の職員が使用す

ることを想定しており、各地方公共団体においてサーベイランス結果を取りまとめる際の資料等

に活用されることを想定している。データの入力および各入力データに関しては、各地方公共団

体で取りまとめられている情報を取得する必要がある。 
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2.  動作環境 

本ツールは、以下の O S およびアプリケーション環境下で動作確認および検証を行った。 
 
O S：W indow s®  10  E nte rp rise  ver.22H 2 (64b it) 
アプリケーション： M icroso ft®  E xce l®  fo r M icroso ft 365  M S O  (バージョン 2302 ビルド 

16 .0 .16130.20848) 32  ビット 
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3.  感染動向解析ツールの使用方法 

本章では、感染動向解析ツールの使用方法について解説する。 

3.1  感染動向解析ツールの構成 

本ツールの構成は図 3 -1 に示すとおり、大きく「入力」シート、「グラフ」シート、「変化率」

シート、「D L ファイル」シートから構成される。 
「入力」シートではグラフ描画や変化率算出等、本ツールの動作に必要なデータの入力を行う。

それらのデータをツール内で自動的に加工し、「グラフ」、「変化率」、「D L ファイル」シートから

各種アウトプットが得られる。 

 

図 3-1 感染動向解析ツールの構成 

3.2  感染動向解析ツールの操作手順 

本ツールの操作手順は下図に示すとおりであり、ここでは操作方法について解説する。 

図 3-2 感染動向解析ツールの操作手順 

なお、本マニュアル冒頭の「クイックリファレンス」を参照することで、取り急ぎのアウトプッ

トを得ることを目的としたツールの実行が可能だが、本章ではデータの入力規則等の詳細な操作

について解説している。クイックリファレンスに従ってツールを操作する上で不明点が発生した

場合等に本章を参照すること。 
また、データや入力方法に関する補足は「（補足）」というボックスを、操作の上で特に注意・

インプットデータの 
準備 

インプットデータの 
入力 

グラフの 
描画・出力 

変化率の 
算出・出力 

DL ファイルの 
出力 
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確認が必要な点は「Check!」というボックスをそれぞれ付しているため、併せて参照すること。 
Check! 

本ツールはユーザによる操作が想定される箇所以外はロックをかけているが、不意な操作ミス

によりツールが破損してしまうことも考えられる。使用前に操作用のツールとしてコピーをとり、

本ツールのマスタを別途控えておくことを推奨する。 

3.2.1  インプットデータの準備 

インプットデータとして疫学データと下水データを準備する。準備にあたっての確認点や注意

事項を以下に示す。 

（1） インプットデータの準備における確認点・注意事項 

本ツールの「入力」シートは国立感染症研究所が配布する「新型コロナウイルス感染源調査票」

に準拠しているため、基本的には当該調査票に記録された情報を転記することでツールへのイン

プットが可能である。ただし、入力にあたり次の点を確認し、必要に応じてデータを加工する。 

ア） 不検出（Not Detected; N.D.）データの表記ルール 

本ツールでは、下水データにおいて不検出のデータは一律「N .D .」と入力することとする。 

Check! 
本ツールでは「N .D .」の表記によって、不検出であることを判別している。このため、例えば

「N D」や「N .D」などの表記は不検出であると判別できない。半角ピリオドを使用すること。 

イ） 疫学データと下水データの日付と行の一致調整 

疫学データ（定点当たり報告数）は週次（1 週間につき 1 つのデータ）である一方、下水データ

は採水頻度により週次のデータ数が変化しうる。このとき、例えば週 2 回採水を行う場合、疫学

データと下水データをそれぞれ上から詰めて記載する方法（図 3 -3）と、適宜空白行を加えて日

付が行で一致するように記載する方法（図 3 -4）が考えられる。 
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図 3-3 疫学データと下水データの日付と行を一致させない場合 
（特段調整を加えず、疫学データと下水データをそれぞれ上から詰めて記載した場合） 

 

図 3-4 疫学データと下水データの日付と行を一致させる場合 
（疫学データに空行を追加することで、下水データの日付と行が一致するように調整した場合） 

 

本ツールはいずれの記載方法のデータでも読み込むことができるが、「D L ファイル」シートの

レイアウトは上記のデータの記載方法と同じになるため、「D L ファイル」を日付が行で一致する

ようにしたい場合は、インプットデータの時点で、手動で空白行を追加して調整する必要がある。

なお、月 2 回の採水を行う場合にも、同様の調整が必要となる。 

定点当たり報告数 採水日
新型コロナウイルスRNA量

[GC/L]
第19週 2023/5/8 2023/5/14 3.12 2023/5/8 7000
第20週 2023/5/15 2023/5/21 3.42 2023/5/10 5000
第21週 2023/5/22 2023/5/28 4.11 2023/5/12 60000
第22週 2023/5/29 2023/6/4 5.01 2023/5/15 12000

2023/5/17 8000
2023/5/19 12500
2023/5/22 3000
2023/5/24 13000
2023/5/26 10000
2023/5/29 15000
2023/5/31 8000
2023/6/2 16000

患者届け出報告週

疫学データ 下水データ

定点当たり報告数 採水日
新型コロナウイルスRNA量

[GC/L]
第19週 2023/5/8 2023/5/14 3.12 2023/5/8 7000

2023/5/10 5000
2023/5/12 60000

第20週 2023/5/15 2023/5/21 3.42 2023/5/15 12000
2023/5/17 8000
2023/5/19 12500

第21週 2023/5/22 2023/5/28 4.11 2023/5/22 3000
2023/5/24 13000
2023/5/26 10000

第22週 2023/5/29 2023/6/4 5.01 2023/5/29 15000
2023/5/31 8000
2023/6/2 16000

疫学データ 下水データ

患者届け出報告週
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ウ） 複数ウェルの下水データに対する平均値の計算 

採取した下水から抽出した R N A を 2 ウェル以上用いて、リアルタイム PC R によりウイルスゲ

ノムコピー数を測定する場合は、複数ウェルでの検査結果の平均値をとるなどして 1 つの値にま

とめた上で、インプットデータとして用いる。 
ただし、検出下限値未満の値となったウェルあるいは不検出（N .D .）が含まれるときは、ツー

ルの入力値としては検出下限値の半分の値に置き換えたものを使用するが、増幅曲線を確認の上、

慎重に判断する。 
例として、図 3 -5 のとおり、検出下限値が 200[G C /L ]の場合で 2 つのウェルで採水された下水

データを仮定して説明する。基本的には調査票における報告値もツールの入力値も 2 つのウェル

の平均値とするが、2023/5 /22 のデータは N .D .のウェルが含まれている。N .D .のウェルを除く平

均値（すなわちウェル 2 の値そのもの）は 5,000 であり、検出下限値以上ではあるが、ツールの

入力値としては検出下限値の半分の値である 100 を入力することとする。 

 

図 3-5 複数ウェル中に N.D.を含むデータの平均値処理の例 

エ） 複数の下水処理場のデータを用いる場合 

複数の下水処理場のデータそれぞれについてアウトプットを作成したい場合は、ツールを複製

して作成する必要がある。 
例として、図 3 -6 のとおり、複数の処理場（A ,B ,C）が存在する都道府県または自治体のデータ

を解析する場合を仮定して説明する。データセットが異なる場合は、解析対象のデータそれぞれ

に対応するようツールを複製し使用する。また、都道府県または自治体全体として解析したい場

合等は、別途手動で各処理場のデータを足し合わせたデータを作成し、同様にツールを別途複製

して解析する。 

200

採水日 ウェル1 ウェル2 → ツールへの入力値 報告値
2023/5/8 5,500 8,500 7,000 7,000
2023/5/10 2,500 4,000 3,250 3,250
2023/5/12 25,000 75,000 50,000 50,000
2023/5/15 12,000 12,000 12,000 12,000
2023/5/17 6,000 8,500 7,250 7,250
2023/5/19 11,000 20,000 15,500 15,500
2023/5/22 N.D. 5,000 100 5,000 1/2ウェルでのみ検出
2023/5/24 13,500 14,500 14,000 14,000
2023/5/26 15,000 8,500 11,750 11,750
2023/5/29 14,000 17,000 15,500 15,500
2023/5/31 5,550 8,550 7,050 7,050

検出下限値[GC/L]：

検出値 平均値
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図 3-6 解析対象のデータとツールの対応 
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3.2.2  インプットデータの入力 

（1） ツールの「入力」シートを開く 

（2） 「基本情報」を入力する 

「入力」シートにオレンジ色で示された、ツールに入力するデータに関する基本情報の入力欄

に各項目の情報を入力する。 
なお、本ツールでは、入力または選択が必須である項目は薄い黄色にハイライトされるため、

必ず入力・選択を行う。 
 

 

図 3-7 「基本情報」の入力欄 

 
Check! 

基本情報のうち、「検出下限値（LO D）」はツール動作上、入力必須の項目であるため、必ず入

力する。 

  

自治体（市区町村名、都道府県名等） A市

処理場 B処理場

処理区人口（人）
処理区の行政区
届け出先（保健所等）
採水量（ml）

検査に用いた水量（ml）

用いた検体の種類
用いたRNA精製キット

メーカー名
商品名
品番

検出下限値（LOD）* 100
用いたSARS-CoV-2検出キット

プライマーの種類
定量PCRに用いたウェル数

①基本情報

各項目に情報

を入力する。 
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（3） 「疫学データ（処理場流域定点当たり報告数）」の「各種設定」を設定・入力する 

「入力」シートに青色で示された疫学データの入力欄に各情報を入力する。 
まず、疫学データの入力にあたり、「各種設定」を設定する。 
本ツールでは、新型コロナウイルス感染症が 2023 年 5 月 8 日に感染症法上 5 類に移行したこ

とを踏まえ、疫学データとして「処理場流域定点当たり報告数」の入力を想定している。処理場

流域定点当たり報告数とは、下水サーベイランスの対象となる処理場流域における新型コロナウ

イルス感染者数の届け出数の和を、当該地域の定点数の和で除した値を指す。 
「各種設定」の「入力データの形式」において、入力データの対象地域の単位、および定点当

たり報告数への換算の要否に応じて、下記の 3 種類から入力データの形式を選択できる。 
 

表 3-1 疫学データの設定方法とその内容 

入力データの

形式 
対象地域の単位 

定点当たり 
報告数への換算 

内容 

都道府県単位

の定点当たり

報告数と定点

数を入力する 

都道府県 ユーザにて計算 
対象とする都道府県における、定点当

たり報告数とその定点数を入力する。 

計算済みの処

理場流域定点

当たり報告数

を入力する 

処理場流域 

ユーザにて計算 

対象とする処理場流域における、定点

当たり報告数とその定点数を入力す

る。なお、当該定点当たり報告数はユー

ザにて計算した値（処理場流域におけ

る報告数の和を定点数の和で除した

値）を入力する。 

処理区に該当

する保健所へ

の報告数と定

点数を入力す

る 

ツールにて自動

的に計算 

対象とする処理場流域における、保健

所等届け出先への報告数と定点数を入

力することで、ツールにて定点当たり

報告数を自動的に計算される。なお、

届け出先が複数ある場合は、入力デー

タとして使用したい届け出先のみ◯を

つけて選択することが可能である。 
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（4） 「患者届け出報告週」および「疫学データ」を入力する 

疫学データの報告週を入力する。また、前行程（3）で設定した入力データの形式に応じて定点

当たり報告数および定点総数を入力する。 
 

 
 

 

図 3-8 「疫学データ」の入力のイメージ 
（「計算済みの処理場流域定点当たり報告数を入力する」を選択した場合） 

 
Check! 

入力欄への記入の際、元となるデータからコピー&ペーストする場合は、「値貼り付け」でペー

ストすること（元のデータ型がツールと異なる場合、正常に読み取れない場合がある）。 
貼り付け先で右クリックをすると、「貼り付けのオプション」が表示される。そのうち、下図赤

枠の貼り付け方を選択することで、「値貼り付け」ができる。 
 

 
 
  

（3）で設定した入力データの形式に応じて疫学データを入力する。 
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図 3-9 「疫学データ」の入力のイメージ 
（「処理区に該当する保健所への報告数と定点数を入力する」を選択した場合） 

 
（補足） 

疫学データの入力欄の右部に「備考」欄を設けている。 
ユーザにて特筆すべき事項（イベントの開催等）があった場合に、メモをする箇所として活用

可能である。なお、「備考」欄に記載された内容はアウトプットには記載されない。 

  

報告数の届け出先の名称（保健所名等）を入力し、

入力データとして使用するデータに◯をつける。 

（3）で設定した入力データ

の形式に応じて疫学データを

入力する。 

◯をつけたデータに対し、定点当たり報告数

（報告数（届け出数）の和を定点数の和で除し

た値）が自動で計算される。 
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（5） 「下水データ」を入力する 

「入力」シートに緑色で示された、下水サーベイランスにより得られたデータ（本ツールでは

「下水データ」と呼称）に関する情報入力欄に、各項目の情報を入力する。 
 
 
 
 

 

図 3-10 「下水データ」の入力のイメージ 

 
Check! 

不検出（N ot D etected ; N .D .）のデータは、必ず「N .D .」と入力すること。 
本ツールでは「N .D .」の表記によって、不検出であることを判別している。このため、例えば

「N D」や「N .D」などの表記は不検出であると判別できない。半角ピリオドを使用すること。 

 
Check! 

入力欄への記入の際、元となるデータからコピー&ペーストする場合は、「値貼り付け」でペー

ストすること（元のデータ型がツールと異なる場合、正常に読み取れない場合がある）。 

 
（補足） 

下水データの入力欄の右部に「備考」欄を設けている。 
ユーザにて特筆すべき事項（採水時の天候等）があった場合に、メモをする箇所として活用可

能である。なお、「備考」欄に記載された内容はアウトプットには記載されない。 

  

PMMoV RNA量
（GC/L）

回収率試験*（％）
*VLP、φ6など

第14週 2023/4/3 14,300 2000000 20
2023/5/8 7,000
2023/5/10 4,500
2023/5/12 6,600
2023/5/15 12,000
2023/5/17 7,000
2023/5/19 12,500
2023/5/22 3,000
2023/5/24 13,000
2023/5/26 10,000

記載例

採水日
新型コロナウイルス
RNA量［GC/L］

測定結果（いずれか/いずれも記載）
報告週

採水日と新型コロナウイルス R N A 量（G C /L）を入力する。 
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3.2.3  グラフの描画・出力 

（1） ツールの「グラフ」シートを開く 

（2） 「描画オプション」を設定する 

グラフ描画にあたり、各種オプションを設定する。「グラフ」シートのオレンジ色で示されたオ

プション設定欄に各項目を設定する。 
 

 

図 3-11 グラフ描画のオプション設定欄 

グラフ描画にあたって設定可能なオプションとその内容・設定方法は下記のとおりである。 

表 3-2 グラフ描画オプションの説明と設定方法 

オプション 内容 設定方法 

LO D  
（検出下限値） 

下水データの取得に使用プロトコ

ルにおける検出下限値（G C /L）を

表示する。 

基本的に設定不要 
（「入力」シートの「基本情報」に入力

された値を自動で参照） 

開始日 
グラフの描画期間の開始日を指定

する。 
年月日を YY YY /M M /D D 形式で入力す

る。 

終了日 
グラフの描画期間の終了日を指定

する。 
年月日を YY YY /M M /D D 形式で入力す

る。 

期間 
グラフ描画の期間（日数）を表示

する。 
基本的に設定不要（「開始日」と「終了

日」より自動で計算） 

LO D 未満の値の 
表示方法 

「入力」シートで入力された下水

データのうち LO D 未満の値に対

し、入力されたままの値で表示す

るか、LO D の半分の値に置き換え

るかを選択する。 

表示方法をプルダウンから選択する。 

LOD
（検出下限値） 開始日 終了日 期間

GC/L yyyy/mm/dd yyyy/mm/dd dd
1200 2023/5/8 2023/12/10 217

LOD未満の値の表示方法 ×マーカー表示 自治体名 処理場名
LODの半分の値で表示 N.D.を×で表示 ○ ○

描画オプション

詳細設定
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オプション 内容 設定方法 

×マーカー表示 

LO D 未満の値、または不検出

（N .D .）のデータについて、グラフ

上で「×」マークで表示するかを

選択する。 

表示方法をプルダウンから選択する。 

自治体名 
グラフのタイトルに「入力」シー

トで入力した自治体名を表示す

る。 

表示させる場合、プルダウンから「◯」

を選択する。 

処理場名 
グラフのタイトルに「入力」シー

トで入力した処理場名を表示す

る。 

表示させる場合、プルダウンから「◯」

を選択する。 

 
Check! 

グラフ描画にあたり、LO D 未満の値についてはそのままの値で表示するか、LO D の半値に置換

して表示するかを選択することが可能であるが、実態のデータを描画するという観点で、特段の

理由がない場合、「そのままの値での表示」を選択する。 

 

（3） グラフ描画ボタンを押下する 

「グラフ描画」ボタンを押下することで、グラフが表示される。すでに何らかのデータでグラ

フを描画しており、データに更新・修正があった場合も、「グラフ描画」ボタン（図 3 -12）を押す

ことで最新のデータでグラフが更新・修正される。 
 

  

図 3-12 「グラフ描画」ボタン 

新型コロナウイルス R N A 量は青色の折れ線、処理場流域定点当たり報告数はオレンジ色のプ

ロットで表示される。 
イメージとして、LO D 未満の値を「×」マークで表示した場合のグラフを図 3 -13 に示す。 
なお、グラフは初期設定では 2 種類表示されるが、1 段目が「閲覧用グラフ」（ロックされてお

り、編集できない）、2 段目が「編集用グラフ」（通常の E xce l のグラフのように編集が可能）であ

る。「閲覧用グラフ」においては、ウイルス R N A 量は 200,000 [G C /L ]、処理場流域定点あたり報

告数は 50[人/週]を上限として固定している。 
 

※入力データが更新されたら押下してください。

グラフ描画
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図 3-13 グラフのアウトプットイメージ（検出下限値未満のデータを「×」マークで表示した場合） 

 
（補足） 

「グラフ」シート画面左側に入力データが数表として表示されるが、グラフ描画用の計算領域

のため、ユーザでの特段の操作・編集は不要である。 
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（4） （必要に応じて）グラフコピー等オプションボタンを使用する 

作成したグラフに対し、グラフのコピー等の操作が可能なオプションボタンが設置されている。

必要に応じて適用したいグラフを選択し、オプションボタンを押下すると操作が実行される。 
なお、グラフを選択せずにボタンを押下した場合は、「閲覧用グラフ」に対し適用される。 
 

  

図 3-14 グラフのオプションボタン 

 

表 3-3 オプションボタンの種類と機能 

オプションボタン 機能 
グラフをコピー 選択したグラフを複製する。 

実数軸/対数軸切り替え 
ウイルス R N A 量の軸について、実数軸と対

数軸が切り替わる。 

P N G 出力 
選択したグラフを PN G ファイル（画像ファ

イル）として出力する。 

S V G 出力 
選択したグラフを S V G ファイル（画像ファ

イル）として出力する 1。 
 

  

1 S V G（S ca lab le Vecto r G raphics）はベクタ形式と呼ばれる画像フォーマットの一種であり、拡大しても画像が

粗くならない点がメリットである。一方、一部の未対応ブラウザでは表示できない場合がある。 

※適用したいグラフをクリックしてから押下してください。
※グラフを選択しない状態でボタンを押下すると、「閲覧用グラフ」に適用されます。

PNG出力 SVG出力グラフをコピー 実数軸/対数軸切り替え
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（補足） 

グラフの画像出力の際、使用している P C のディスプレイ設定により、画像ファイルの縮尺が

異なる場合がある。本ツールの開発環境（W indow s®  10）では「W indow s の設定」＞「システム」

＞「ディスプレイ」より、「拡大縮小とレイアウト」部分を「100％」としている。本ツールの使

用時にも同様の設定にすることが望ましい。 

 

  

55

資料　２



3.2.4  変化率の算出・出力 

（1） ツールの「変化率」シートを開く 

（2） 「値の設定」オプションを設定する 

「値の設定」にて、変化率算出にあたり、LO D 未満の値をそのまま用いるか、LO D の半分の値

に置き換えたものを使用するか選択する。 
 

 

図 3-15 変化率算出における値の設定欄 

 
入力データに応じて変化率が算出され、図 3 -16 に示す凡例のとおり色分けされる。 
 

 

図 3-16 変化率のアウトプットイメージ 

  

LOD未満の値の表示方法
値の設定

LODの半分の値で表示

採水日 新型コロナウイルス
RNA量[GC/L]

検出濃度
（対数変換） 回帰直線の傾き 変化率

date GC/L LOG10 GC/L - % ■変化率（％）の色分けの凡例
2023/5/8 4,000 3.602059991 ～-10.0％
2023/5/10 4,000 3.602059991 -9.9％～0％
2023/5/12 60,000 4.77815125 0.294022815 96.8% 0.1％～9.9％
2023/5/15 12,000 4.079181246 0.06949681 17.4% 10.0％～
2023/5/17 4,000 3.602059991 -0.235042337 -41.8%
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（補足） 
変化率算出は「アメリカ疾病予防管理センター（C enters fo r D isease  C ontro l and  P reven tion; 

C D C）」による手法 2に基づいている。 
C D C の方法では、3 点の常用対数変換したウイルス R N A 量から求まる回帰係数（slope）を用

いて、以下の式により変化率を算出している。 
 

変化率 = (10𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠 − 1) × 100 [%] 
ただし、式中の𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠𝑠は当日を含む過去 3 点のデータにおける回帰係数を表す。 

 
変化率の考え方について、下図にイメージを示す（イメージでは週 1 回採水を仮定している）。 
横軸に採水日、縦軸にウイルス R N A 量をとると、日ごとのウイルス R N A 量が下図のようにプ

ロットされる。変化率は、（当日を含む）過去 3 点のデータで回帰係数（傾き）を求めることで、

各時点における増減のトレンドを算出していることになる。例えば、図中の①の時点では傾きが

正のためウイルス R N A 量が増加傾向であることがわかり、逆に③の時点では傾きが負のためウ

イルス R N A 量が減少傾向であることがわかる。また、①、②はいずれも増加傾向であるが、②に

比べて①は増加の程度が緩やかであることがわかる。 
 

 
図 変化率の考え方のイメージ 

 
この方法では少なくとも 3 点のデータが必要であることから、例えば週 1 回採水のデータであ

れば、当日を含む過去 15 日間のデータが必要となる。すなわち、この場合は 15 日間（2 週間）

のインターバルでの変化率を表していることとなる。 
本ツールでは、変化率算出に用いるデータを 3 点で固定しているため、採水頻度により変化率

算出のインターバルが変化する点に注意が必要である。例えば週 1 回採水の場合は上述のとおり

15 日間（2 週間）での変化率となるが、週 2 回採水の場合は 8 日間（1 週間）での変化率となる。

月 2 回の採水の場合でも変化率は算出されるが、インターバルが 29 日間（4 週間）となることに

2 C en te rs  fo r D isease  C on tro l and  P revention; W astew ate r Surve illance D a ta  R eporting  and  A na ly tics 
(h ttps://w w w.cdc.gov /nw ss/reporting.h tm l) （2024 年 1 月 30 日閲覧） 

① 

② 
③ 
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留意する。 

 
Check! 

上記のとおり、変化率算出にあたり、LO D 未満の値についてはそのままの値で表示するか、LO D
の半値に置換して表示するかを選択することが可能であるが、C D C では LO D 未満の値は LO D の

半分の値に置き換えて計算していることから、特段の理由がない場合、「LO D の半分の値で表示」

を選択する。 

（3） （必要に応じて）「変化率」シートを Excel ファイルとして出力する 

「変化率」シート内の「E xcel 出力」ボタンを押下すると、使用中のツールが保存されている

フォルダ内に、E xcel ファイルとして変化率表が出力される。 
出力時のファイル名は「変化率_（出力日）_（出力時刻）.x lsx」であるが、出力後のファイル

名は任意に変更しても問題ない。 
 

 

図 3-17 Excel出力ボタン（変化率） 

3.2.5  DL ファイルの出力 

（1） ツールの「DL ファイル」シートを開く 

（2） 「値の設定」オプションを設定する 

「値の設定」にて、D L ファイル表示にあたり、LO D 未満の値をそのまま用いるか、LO D の半

分の値に置き換えたものを使用するか選択する。 
 

 

図 3-18 DL ファイル作成における値の設定欄 

 
Check! 

上記のとおり、D L ファイル作成にあたり、LO D 未満の値についてはそのままの値で表示する

か、LO D の半値に置換して表示するかを選択することが可能であるが、グラフ作成に用いたバッ

値の設定
LOD未満の値の表示方法
そのままの値で表示
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クデータを表示するという観点で、特段の理由がない場合、「そのままの値での表示」を選択する。 

（3） 「データ更新」ボタンを押下する 

「データ更新」ボタンを押下することで、「入力」シートのデータが転記される。 
 

  

図 3-19 「データ更新」ボタン（DL ファイル） 

 
図 3 -20 に示すとおり、D L ファイルが作成される。 
上部のデータに関する説明欄は自由記述が可能なため、必要に応じて追記・修正する。 

 

図 3-20 DL ファイルのアウトプットイメージ 

（4） （必要に応じて）「DL ファイル」シートを Excel ファイルとして出力する 

「D L ファイル」シート内の「Excel 出力」ボタンを押下すると、本ツールが保存されている場

所と同じフォルダに、E xce l ファイルとして D L ファイルが出力される。 
出力時のファイル名は「D L ファイル_（出力日）_（出力時刻）.x lsx」であるが、出力後のファ

イル名は任意に変更しても問題ない。 

  

※入力データが更新されたら押下してください。

データ更新

A市（◯か所の処理場での検査結果）
検出方法：〇〇法（LOD：〇〇GC/L）
定点当たり報告数：◯月◯日時点でデータを取得。直近◯ヶ月分のデータを確認。

処理場流域
定点当たり

報告数
採水日

新型コロナウイルスRNA量
［GC/L］

第19週 2023/5/8 2023/5/14 3.10 2023/5/8 7,000
第20週 2023/5/15 2023/5/21 3.50 2023/5/10 4,500
第21週 2023/5/22 2023/5/28 4.00 2023/5/12 60,000
第22週 2023/5/29 2023/6/4 5.70 2023/5/15 12,000
第23週 2023/6/5 2023/6/11 6.00 2023/5/17 7,000
第24週 2023/6/12 2023/6/18 7.00 2023/5/19 12,500
第25週 2023/6/19 2023/6/25 5.00 2023/5/22 3,000

報告週
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3.2.6  データを更新・修正する場合 

ツールへの入力データに更新・修正がある場合は、「入力」シートのデータを更新・修正する。 
「入力」シートのデータを更新・修正後の各アウトプットへのデータ更新・修正の反映方法は

下記のとおりである。 
 

表 3-4 入力データの更新・修正の各アウトプットへの反映方法 

シート名 データ更新・修正の反映方法 
グラフ 「グラフ描画」ボタンを押下する。 
変化率 （自動的に更新されるため、特段操作の必要はない） 

D L ファイル 「データ更新」ボタンを押下する。 

 

3.3  エラー発生時の対応方法 

本ツールは上記の「感染動向解析ツールの操作手順」に従ってデータを入力することで自動的

に各アウトプットが得られる設計であるが、予期しない入力や実行時の障害によってエラーメッ

セージが表示される可能性がある。エラーメッセージが表示された場合は「終了」ボタンを押下

し、再度入力データに不備がないかを確認する。 
入力データに不備がないにもかかわらずエラーメッセージが繰り返し表示される場合は、一度

ツールを保存せずに閉じ、再度起動する。 

 

 

図 3-21 エラーメッセージの例 
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